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◼ インスリン製剤と注入器には多くの種類がある。したがって、使用するインスリン製剤

の種類と注射の単位を間違えないこと（日本糖尿病協会・日本糖尿病学会：

https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/202209_insulin.pdf）１、２）。 

◼ 識別は、商品名、製剤区分マーク、識別色などで毎回確認する１、２）。 

 

◼ まずは、毎回、速効型インスリン製剤、持効型インスリン製剤、GLP-1 受容体作動薬

の区別をすることが重要。そのために製剤区分マークがある（日本糖尿病協会：

https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/insulin_dmensemble.pdf）１、２）。 

 

◼ インスリンカートリッジ（以下、カートリッジ）を組み込んで注射するデュラブル型注

入器には、決まった種類のカートリッジしか使用できない（必ず使用するカートリッジ

とデュラブル型注入器の組み合わせを確認する）１、２）。この正しい組み合わせについ

ては、各インスリン製剤発売企業作成の患者説明書や日本糖尿病学会・日本糖尿病協会

（ JADEC）監修の「注射製剤一覧」を参照して確認することができる

（https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/202602_insulin.pdf）。 

◼ 注射シリンジにてインスリンを注射する際は、必ず目盛りが「単位」になっているイン

【「適正な継続的薬学管理に必要な視点と行動例」具体例】 
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使用するディスポーザブルシリンジは 100 単位製剤用であることを確認する。 

p ◎△ 有用な識別法（商品名、製剤区分マーク：図２「製剤区分マーク」、識別色、タクタイル

コードなど）について認識し、患者にわかりやすく説明する（図３「インスリン注入器の識別

に役立つ確認場所」）。 

 

 

 

 

p ◎△ デュラブル型注入器使用の場合、注射時に必ず装着したカートリッジの表示（商品名、

識別色）で正しい種類のインスリンであることを確認するよう説明する。 

p ◎△□ 患者が識別色を覚えておくことは、製剤名やお薬手帳の携帯を忘れたときに役立つの

で、普段から定期的に確認する。 

p ◎ 臨床で生じやすい識別に関する過誤事例について列挙し、その防止策について患者ととも

に確認する。 

p ◎△ インスリン製剤を外箱に入れたまま交付する場合、外箱に記載されている表示の意味に

ついて誤解がないように説明しておく。 

 

③＊用法（タイミング）：インスリン注射の回数は、患者の病態にあわせて多様である。したがって、

主治医の指示・目的（ねらい）について十分理解し、患者にわかりやすく説明する。 

p ◎△ インスリン製剤の動態（作用持続時間）をもとに適切な用法について説明し、患者の実

ゾルト ファイ®配合注 フレックスタッチ®

●注射部位について
注射部位は、 おなか（ 腹壁）、上腕部の外側、太も も

（ 大腿部）の外側が適しています。主治医の指示に従って、

“おなか”なら “おなか”のように毎回同じ部位に注射しま

しょう 。しかし 、いつも同じ場所ばかりに注射をしてしまう

と 、その場所（ 皮膚）が硬く なってしまい、ゾルト ファイ ®の

効き目が悪く なってし まう こと があります。同じ部位の

中で、前回注射した場所より 2～3cm（ 指2本以上）ずらして
注射しましょう 。

注射場所

※毎回注射場所を

　 変える

注射のときに用意するもの
●ゾルト ファイ ®配合注 フレックスタッチ®　 　 ●注射針　 　 ●アルコール綿

注意

使用期限は個装箱、本体のラベルに記載されています。

使用期限を過ぎた本剤は使用しないでく ださい。

● 落としたり衝撃を与えたりし ないでく ださい。故障や液漏れの原因となることが

あります。

● 分解・改造しないでく ださい。分解すると使用できなく なります。

● 薬液を詰め替えて繰り返し使わないでく ださい。

● 本剤や注射針を紛失又は故障した場合等に備えて、それらの予備を必ずお持ち

く ださい。

使用期限の確認

各部の名称

※この資材では、ペンニード ル®プラス  32G 4mmを例として用いています。

キャップ カート リッジ

ゴム栓 残量目盛

ポインター製剤区分マーク

注入ボタンダイアル表示

ダイアル

本剤及び注射針の各部の名称は下図でご確認く ださい。

製剤区分マーク ※
種類・ 薬効による分類を示すマークです。

は超速効型インスリン製剤、 は持効型インスリン製剤、 はGLP-1受容体作動薬
の仲間であることを示しています。
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・ 本剤は医薬品を含有するカート リッジがペン型注入器にセット さ れた複数回の投

与が可能な（ プレフィ ルド ）製剤です。

・ 本剤と A型専用注射針との装着部から液漏れ等の不具合が認められた場合には、医療
従事者の指導に従い、新しい注射針に取り替える等の処置を行ってく ださ い。

・ 本剤を目の不自由な方がご使用になる場合には、操作法の訓練を受けた方の手助けを

受けてく ださい。

・ 本剤の使用にあたっては、必ず医療従事者から使用方法に関する説明を受けてく ださい。

・ 必ず主治医に指示された製剤であることを確認してく ださい。間違った製剤を使用する

と健康被害が生じるおそれがあります。

・ 誤った操作に起因する事故及び故障につきましては、責任を負いかねますのでご了承く

ださ い。

持効型インスリン製剤（ ト レシーバ®）と

GLP-1受容体作動薬（ ビクト ーザ®）の

有効成分を１本に配合した薬剤です。

ゾルト ファイ ®配合注

ド ーズ ＋= ト レシーバ®

１単位
ビクト ーザ®

0.036mg

※ダイアル表示の1目盛りが、1ド ーズになります。

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉※：1ド ーズはインスリン1単位とは異なります。

A型専用注射針

針ケース 針キャップ 注射針 保護シール

ゾルト ファイ ®配合注は、

※製剤区分マークは、日本糖尿病協会 糖尿病医薬品・医療機器等適正化委員会にて検討・ 評価されて制定されました1～3)。
1）く すりと糖尿病 5（ 1）77-83（ 2016）　 2）く すりと糖尿病 5（ 2）200-205（ 2016）　 3）DM  Ensemble Vol.5 No.3 2016 November . pp34

図２ 製剤区分マーク

（ノボ ノルディスク ファーマ）
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図１　 注入器を見てみましょう

①外観
一般的な注入器の形状はほぼ同じ

ですから、注意しましょう。

注射するときに注入器を握っても、

ここなら見えるので識別には便利で

す。しかし 、一部の機種（ メーカー）

しか色をつけていません。

カートリッジを組み込むときや注射

針を取り付けるときにも確認可能な

箇所です。しかし、一部の機種（ メー

カー）しか色をつけていません。

販売名で確認することが基本です。

しかし 、複雑で慣れないと覚えにく

いので、メモしておくとよいでしょう。

種類·薬効による分類を示すマーク

です。◇は超速効型インスリン製

剤、□は持効型インスリン製剤、○

はG LP -1受容体作動薬の仲間であ

ることを示しています。

識別のためにボディの色を変えてい

る機種（ メーカー）の場合は利用可

能ですが、同じ機種の場合、キャップ

を異なる製剤の注入器にはめ間違

える危険性があります。キャップは識

別に利用しない方がよいでしょう。

⑨キャップの色

②販売名

⑧カートリッジ、注射針
取り付け部分の色

③製剤区分マーク

⑦カートリッジ
ホルダーの色
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受容体作動薬を識別する方法
日本糖尿病協会では関係企業の

方々と協力し、糖尿病患者さんの

注射製剤の取り違えによる事故を

防止するための取り組みを

行っています。

その取り組みによって新たに

作成された「 製剤区分マーク」も含め、

注射製剤を正しく 見分けて使用するための

ポイントを、朝倉俊成先生に解説して

いただきました。

日本糖尿病協会　

糖尿病医薬品・

医療機器等適正化委員会の

取り組みから

新潟薬科大学　 薬学部

朝
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倉
く ら

俊
と し

成
な り

ヒト インスリン製剤は、色が統一さ

れていますが、インスリンアナログ

製剤では統一されていません。色も

１色とは限りません。複数の組み合

わせもあります。

メーカーによっては、識別色やボタ

ン表面に凹凸の印をつけているこ

ともあります。

④ラベルの色

⑤注入ボタンの
色や凹凸印

識別のためにボディの色を変えてい

る機種（ メーカー）の場合は利用可

能です。

⑥ボディの色
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図１　 注入器を見てみましょう

①外観
一般的な注入器の形状はほぼ同じ

ですから、注意しましょう。

注射するときに注入器を握っても、

ここなら見えるので識別には便利で

す。しかし 、一部の機種（ メーカー）

しか色をつけていません。

カートリッジを組み込むときや注射

針を取り付けるときにも確認可能な

箇所です。しかし、一部の機種（ メー

カー）しか色をつけていません。

販売名で確認することが基本です。

しかし 、複雑で慣れないと覚えにく

いので、メモしておくとよいでしょう。

種類·薬効による分類を示すマーク

です。◇は超速効型インスリン製

剤、□は持効型インスリン製剤、○

はGLP -1受容体作動薬の仲間であ

ることを示しています。

識別のためにボディの色を変えてい

る機種（ メーカー）の場合は利用可

能ですが、同じ機種の場合、キャップ

を異なる製剤の注入器にはめ間違

える危険性があります。キャップは識

別に利用しない方がよいでしょう。

⑨キャップの色

②販売名

⑧カートリッジ、注射針
取り付け部分の色

③製剤区分マーク

⑦カートリッジ
ホルダーの色
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分
の
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種
類
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こ
れ
で
よ
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」
と

受容体作動薬を識別する方法
日本糖尿病協会では関係企業の

方々と協力し、糖尿病患者さんの

注射製剤の取り違えによる事故を

防止するための取り組みを

行っています。

その取り組みによって新たに

作成された「 製剤区分マーク」も含め、

注射製剤を正しく 見分けて使用するための

ポイントを、朝倉俊成先生に解説して

いただきました。

日本糖尿病協会　

糖尿病医薬品・

医療機器等適正化委員会の

取り組みから

新潟薬科大学　 薬学部

朝
あ さ

倉
く ら

俊
と し

成
な り

ヒト インスリン製剤は、色が統一さ

れていますが、インスリンアナログ

製剤では統一されていません。色も

１色とは限りません。複数の組み合

わせもあります。

メーカーによっては、識別色やボタ

ン表面に凹凸の印をつけているこ

ともあります。

④ラベルの色

⑤注入ボタンの
色や凹凸印

識別のためにボディの色を変えてい

る機種（ メーカー）の場合は利用可

能です。

⑥ボディの色

362018年7月号

朝倉俊成：さかえ,日本糖尿病協会, 2018年7月pp.36-39.

図３ インスリン注入器の識別に役立つ確認場所

【「適正な継続的薬学管理に必要な視点と行動例」具体例】 
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使用するディスポーザブルシリンジは 100 単位製剤用であることを確認する。 

p ◎△ 有用な識別法（商品名、製剤区分マーク：図２「製剤区分マーク」、識別色、タクタイル

コードなど）について認識し、患者にわかりやすく説明する（図３「インスリン注入器の識別

に役立つ確認場所」）。 

 

 

 

 

p ◎△ デュラブル型注入器使用の場合、注射時に必ず装着したカートリッジの表示（商品名、

識別色）で正しい種類のインスリンであることを確認するよう説明する。 

p ◎△□ 患者が識別色を覚えておくことは、製剤名やお薬手帳の携帯を忘れたときに役立つの

で、普段から定期的に確認する。 

p ◎ 臨床で生じやすい識別に関する過誤事例について列挙し、その防止策について患者ととも

に確認する。 

p ◎△ インスリン製剤を外箱に入れたまま交付する場合、外箱に記載されている表示の意味に

ついて誤解がないように説明しておく。 

 

③＊用法（タイミング）：インスリン注射の回数は、患者の病態にあわせて多様である。したがって、

主治医の指示・目的（ねらい）について十分理解し、患者にわかりやすく説明する。 

p ◎△ インスリン製剤の動態（作用持続時間）をもとに適切な用法について説明し、患者の実

ゾルト ファイ®配合注 フレックスタッチ®

●注射部位について
注射部位は、おなか（ 腹壁）、上腕部の外側、太も も

（ 大腿部）の外側が適しています。主治医の指示に従って、

“おなか”なら “おなか”のように毎回同じ部位に注射しま

しょう 。しかし 、いつも同じ場所ばかりに注射をしてしまう

と 、その場所（ 皮膚）が硬く なってしまい、ゾルト ファイ ®の

効き目が悪く なってしまう こと があります。同じ部位の

中で、前回注射した場所より 2～3cm（ 指2本以上）ずらして
注射しましょう 。

注射場所

※毎回注射場所を

　 変える

注射のときに用意するもの
●ゾルト ファイ ®配合注 フレックスタッチ®　 　 ●注射針　 　 ●アルコール綿

注意

使用期限は個装箱、本体のラベルに記載されています。

使用期限を過ぎた本剤は使用しないでく ださい。

● 落としたり衝撃を与えたりしないでく ださい。故障や液漏れの原因となることが

あります。

● 分解・改造しないでく ださい。分解すると使用できなく なります。

● 薬液を詰め替えて繰り返し使わないでく ださい。

● 本剤や注射針を紛失又は故障した場合等に備えて、それらの予備を必ずお持ち

く ださい。

使用期限の確認

各部の名称

※この資材では、ペンニード ル®プラス  32G 4mmを例として用いています。

キャップ カート リッジ

ゴム栓 残量目盛

ポインター製剤区分マーク

注入ボタンダイアル表示

ダイアル

本剤及び注射針の各部の名称は下図でご確認く ださい。

製剤区分マーク ※種類・ 薬効による分類を示すマークです。

は超速効型インスリン製剤、 は持効型インスリン製剤、 はGLP-1受容体作動薬
の仲間であることを示しています。

2 3

・ 本剤は医薬品を含有するカート リッジがペン型注入器にセット さ れた複数回の投

与が可能な（ プレフィ ルド ）製剤です。

・ 本剤と A型専用注射針との装着部から液漏れ等の不具合が認められた場合には、医療
従事者の指導に従い、新しい注射針に取り替える等の処置を行ってく ださい。

・ 本剤を目の不自由な方がご使用になる場合には、操作法の訓練を受けた方の手助けを

受けてく ださい。

・ 本剤の使用にあたっては、必ず医療従事者から使用方法に関する説明を受けてく ださい。

・ 必ず主治医に指示された製剤であることを確認してく ださ い。間違った製剤を使用する

と健康被害が生じるおそれがあります。

・ 誤った操作に起因する事故及び故障につきましては、責任を負いかねますのでご了承く

ださい。

持効型インスリン製剤（ ト レシーバ®）と

GLP-1受容体作動薬（ ビクト ーザ®）の

有効成分を１本に配合した薬剤です。

ゾルト ファイ®配合注

ド ーズ ＋= ト レシーバ®

１単位
ビクト ーザ®

0.036mg

※ダイアル表示の1目盛りが、1ド ーズになります。

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉※：1ド ーズはインスリン1単位とは異なります。

A型専用注射針

針ケース 針キャップ 注射針 保護シール

ゾルト ファイ ®配合注は、

※製剤区分マークは、日本糖尿病協会 糖尿病医薬品・医療機器等適正化委員会にて検討・ 評価されて制定されました1～3)。
1）く すりと糖尿病 5（ 1）77-83（ 2016）　 2）く すりと糖尿病 5（ 2）200-205（ 2016）　 3）DM  Ensemble Vol.5 No.3 2016 November . pp34

図２ 製剤区分マーク

（ノボ ノルディスク ファーマ）
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図１　 注入器を見てみましょう
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針を取り付けるときにも確認可能な

箇所です。しかし、一部の機種（ メー

カー）しか色をつけていません。

販売名で確認することが基本です。

しかし 、複雑で慣れないと覚えにく

いので、メモしておくとよいでしょう。
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ることを示しています。

識別のためにボディの色を変えてい

る機種（ メーカー）の場合は利用可

能ですが、同じ機種の場合、キャップ

を異なる製剤の注入器にはめ間違

える危険性があります。キャップは識

別に利用しない方がよいでしょう。
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⑧カートリッジ、注射針
取り付け部分の色

③製剤区分マーク
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注射製剤の取り違えによる事故を

防止するための取り組みを

行っています。

その取り組みによって新たに

作成された「 製剤区分マーク」も含め、

注射製剤を正しく 見分けて使用するための
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確
認
し
て
い
ま
す
か
。
治
療
が
始
ま
っ

た
頃
は
よ
く
確
認
し
て
い
て
も
、
慣
れ

て
く
る
と
そ
ん
な
に
意
識
し
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

忙
し
い
生
活
の
中
、
短
時
間
で
注
射
を

済
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
が
ち
で
す
。

１
種
類
の
注
射
製
剤
の
場
合
は
、
薬

局
か
ら
受
け
取
る
際
に
よ
く
確
認
す
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
処
方

が
変
更
に
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
と

異
な
る
新
し
い
種
類
の
区
別
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
注
射
製
剤

を
使
用
し
て
い
る
患
者
さ
ん
で
は
、
毎

食
時
に
注
射
す
る
種
類
と
就
寝
前
に
注

射
す
る
種
類
を
間
違
え
る
と
思
わ
ぬ
低

血
糖
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特
に
同
じ

メ
ー
カ
ー
の
注
入
器
は
外
観
が
と
て
も

似
て
い
る
の
で
、
特
徴
を
押
さ
え
て
よ

く
確
認
し
な
い
と
間
違
い
や
す
い
と
い

え
ま
す
。

注
射
製
剤
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

経
口
薬
も
含
め
て
全
て
の
医
薬
品
を
使

用
す
る
と
き
に
は
、
誤
っ
た
種
類
を
使

用
し
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
目
的
と
す
る
薬
で
あ

る
か
ど
う
か
を
見
分
け
る
こ
と
を
「
識

別
（
し
き
べ
つ
）
」
と
い
い
ま
す
。
こ
こ

インスリン製剤やＧＬＰ -１

で
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
や
Ｇ
Ｌ
Ｐ
–

１
受
容
体
作
動
薬
の
識
別
法
に
関
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

手
元
に
製
剤
を
取
り
出
し
、
ご
覧
に
な

り
な
が
ら
お
読
み
く
だ
さ
い
。

２　

識
別
に
役
立
つ

　
　

確
認
場
所
と
は

そ
れ
で
は
、
さ
っ
そ
く
注
入
器
の
識

別
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
注
入

器
を
机
の
上
に
置
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
普
段
、
種
類
を
識
別
す
る
と

き
に
見
て
い
る
部
分
が
、
ご
自
分
の
注

入
器
で
何
カ
所
あ
る
の
か
指
さ
し
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
幾
つ
あ
り
ま
し
た
か
？

で
は
、
図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
特
殊

な
形
状
の
注
入
器
（
ト
ル
リ
シ
テ
ィ
®

皮
下
注
射
０
・
75

 

㎎
ア
テ
オ
ス
®
、
ビ

デ
ュ
リ
オ
ン
®
皮
下
注
用
２
㎎
ペ
ン
な

ど
）
は
、
①
外
観
の
形
状
か
ら
の
識
別

が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は

注
入
器
の
形
状
は
類
似
し
て
い
ま
す
の

で
、
図
１
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
プ
を
取
っ

た
状
態
を
描
い
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

「
識
別
」
に
利
用
で
き
る
部
分
を
見
て
、

先
ほ
ど
の
ご
自
分
の
確
認
箇
所
と
見
比

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

イラストレーション／おかばやしさち

図１　 注入器を見てみましょう

①外観
一般的な注入器の形状はほぼ同じ

ですから、注意しましょう。

注射するときに注入器を握っても、

ここなら見えるので識別には便利で

す。しかし 、一部の機種（ メーカー）

しか色をつけていません。

カートリッジを組み込むときや注射

針を取り付けるときにも確認可能な

箇所です。しかし、一部の機種（ メー

カー）しか色をつけていません。

販売名で確認することが基本です。

しかし 、複雑で慣れないと覚えにく

いので、メモしておくとよいでしょう。

種類·薬効による分類を示すマーク

です。◇は超速効型インスリン製

剤、□は持効型インスリン製剤、○

はGLP -1受容体作動薬の仲間であ

ることを示しています。

識別のためにボディの色を変えてい

る機種（ メーカー）の場合は利用可

能ですが、同じ機種の場合、キャップ

を異なる製剤の注入器にはめ間違

える危険性があります。キャップは識

別に利用しない方がよいでしょう。

⑨キャップの色

②販売名

⑧カートリッジ、注射針
取り付け部分の色

③製剤区分マーク

⑦カートリッジ
ホルダーの色
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は
じ
め
に

現
在
、
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
や
Ｇ
Ｌ
Ｐ
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１
受
容
体
作
動
薬
と
い
う
注
射
製
剤

が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
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治
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者
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ん
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療
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揮
す
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剤
を
選
択
し
、
処

方
し
ま
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て
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さ
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間
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注
射
回

数
）
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異
な
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製
剤
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く
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い
ま
す
。
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し
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く
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種
類
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ざ
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注
射
製
剤
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在
す
る
と
い
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ら
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複
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類
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剤
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る
こ
と
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さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
の
注
射

製
剤
の
種
類
を
「
こ
れ
で
よ
し
！
」
と
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朝倉俊成：さかえ,日本糖尿病協会, 2018年7月pp.36-39.

図３ インスリン注入器の識別に役立つ確認場所

https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/202209_insulin.pdf
https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/insulin_dmensemble.pdf
https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/202602_insulin.pdf


スリン専用シリンジを用いる（一般の注射シリンジの目盛りは mL であるため、注射

量を換算しなければならない）。なお、基本的にインスリン製剤は 100 単位/mL（100

単位製剤）であるが、ランタス注 XR ソロスターは 300 単位/mL（300単位製剤）、ア

ウィクリ注フレックスタッチは 700単位/mL（700単位製剤）なので注意する（製剤か

らシリンジでの吸引は行わない）１、２）。 

◼ インスリン製剤の保管温度は、未使用の場合２〜８℃で凍結を避けることになってい

る１、２）。 

◼ しかし、酷暑などの高温環境では、プレフィルド型インスリン注入器に限って、使用開

始前後に関わらず避難所の冷蔵庫に入れておくことも選択肢の一つである（もちろん、

冷蔵庫保管の場合は、冷蔵庫の扉付近や野菜室などの凍らない所に保管する）１〜３）。 

「凍結」は禁忌である（添付文書、糖尿病：46（9）767-773,2003）。 

◼ 停電していても冷蔵庫内のインスリン製剤は使用可能である。平時において、使用開始

後のインスリン製剤は１ヶ月程度使用できる。また、外気が高温の場合は扉を開ける回

数をできるだけ少なくするが、今の気候では大きな問題にはならない（https://dm-

net.co.jp/saigai/2011/04/2_1.php）。 

◼ 使用期限が多少過ぎていても使用を継続させ、できるだけ早く新しいインスリン製剤

を入手する１、２）。 

◼ 注射時には、必ず空打ちにて注入器や注射針に異常がないことを確認する１、２）。 

◼ 注射針は毎回新しいものに交換するのが理想であるが、足りない場合は再使用でも可。

ただし、現在普及している注射針は細くて短いので破断しやすい。したがって、曲がっ

た針を真っ直ぐにするだけで亀裂が生じやすくなるため針は曲げないことと、曲がっ

た針は使用しないこと１、２）。 

◼ できれば、注射終了後は針を取り外しておく方がよい。針をインスリンカートリッジに

付けたままにしておくと針先からの液だれとカートリッジ内への空気の混入が生じや

すい（懸濁製剤の場合はインスリンの濃度比が変わる）。どうしても注射針を取り付け

たままにする場合は、使用前に空打ちで大きな気泡は取り除く（注射針の構造的に少し

の気泡は抜けきらないことがある）１、２）。 

◼ 同じ針を何度もカートリッジゴム栓に刺すと、コアリングが生じて液漏れを起こすこ

とがある。この場合は新しいインスリン製剤に交換する。 

◼ 他人と１本のインスリン製剤を共有してはいけない（逆血している可能性があるため）

１、２）。 

◼ アルコール消毒綿が不足している場合に、注射部位が汚れているときは注射部位を固

く絞った濡れタオル（濡れティッシュ）などで拭き、よく乾いてから注射する。消毒綿

がないからといって注射を止めてはいけない。SMBG での採血時も同様。なお、アル

コール消毒綿の代わりの消毒薬（ポビドンヨードやオキシドールなど）は用いない

（SMBG測定結果が不正確になる可能性がある）４）。 

https://dm-net.co.jp/saigai/2011/04/2_1.php
https://dm-net.co.jp/saigai/2011/04/2_1.php


◼ 注入デバイスや注射針は、決められた方法にて廃棄すること（日本糖尿病協会：

https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/waste_leaf_single_page_2022.pdf）１、２）。 

 

◼ シックデイになる可能性が高いので、その際の対応は「日本くすりと糖尿病学会：糖

尿病薬適正使用のためのシックデイルール指導のてびき」を参照して対応する５）。 

◼ また、使用している糖尿病治療薬を確認し、シックデイカードなどを用いて対応につ

いて説明しておく（日本くすりと糖尿病学会：https://jpds.or.jp/?p=1161）５、６）。 

 

 

シックデイカード（日本くすりと糖尿病学会：https://jpds.or.jp/sick-day-card/） 

https://www.nittokyo.or.jp/uploads/files/waste_leaf_single_page_2022.pdf
https://jpds.or.jp/?p=1161
https://jpds.or.jp/sick-day-card/


 

◼ インスリンポンプに関しては、「日本くすりと糖尿病学会：インスリンポンプ療法・

各種検体検査機器に関する指針」を参照７）。 

◼ 点鼻用グルカゴン製剤（バクスミー®点鼻粉末剤 3mg）を用いる際の注意点について

は「日本くすりと糖尿病学会：点鼻用グルカゴン製剤（バクスミー®点鼻粉末剤

3mg）の適正使用について」を参照（https://jpds.or.jp/whats-new/（適正使用推進委

員会）「点鼻用グルカゴン製剤/」８）。 

◼ 災害時の対応全般に関しては、「日本くすりと糖尿病学会：薬剤師のための糖尿病患

者の継続的薬学管理のための災害対応のてびき」を参照９）。 

 

（日本くすりと糖尿病学会：https://jpds.or.jp/category/guidance/） 

 

 

https://jpds.or.jp/category/guidance/
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